
大阪府印刷工業組合 プリンティカ準備室

簡単なまとめ​

この会議は、 Osaka府印刷工業組合 の事業開発について議論するための会議でした。Takahiroは、5
月30日に開催した大阪のペーパーサミットが完全有料化に成功し、1900人を集めたことを報告し、紙
のイベントを一つのプラットフォームに統合する可能性について話し合いました。参加者たちは、ペ

ーパーサミットの出店者に対して出店料を取るだけで売り上げのピンをしない方式を検討し、一般の

出店者も含めた大規模な紙フェスを目指すことで合意しました。また、リアルなイベントとウェブ上

の販売を組み合わせた「リアルプラス」モデルについても議論され、組合の収益事業としての自立化

が必要であることが確認されました。

次のステップ​

Takahiro​

• 9月20日および9月25日の食事会・総会等の予定を再確認する。

• 書店協会および出版文化振興会との連携を進め、ペーパーサミット商品の書店での販売・持ち回り
展開の具体化を図る。

• 共同レジ／イベント用レジシステム（画像認識AI等を用いた商品登録・集計）の要件整理と、既存
ベンチャー製品の調査・検討を進める。

ayata​

• 中小企業診断士の正式な任命・手続き状況を関係者（理事長等）に確認し、整理する。
• デルタさんのポップアップ販売状況を実際に確認し、売場拡大の可能性を探る。
• 平塚市から提供される本日の録音データを取得し、議事録を作成する。
• 山本にペーパーサイトへの参加意向を確認し、参加したい場合は連絡を取る。

なかがわはるか​



• 学生によるRfidタグ・カメラ・重量の組み合わせによる返却管理モデルの研究進捗を、進展があれ
ば奥野に共有する。

大阪府印刷工業組合​

• 録音データ（音声と画像）のダウンロード可能な形式（MP4など）でayataに送付する。

• Zoomの要約機能の結果をコピペして共有する。

奥野​

• ホスト権限を奥野に移譲した上で、会議から一時退席する。
• 総大会の利用計画案（理事長もの）をチャット等で参加者に共有する。
• 「印刷のさらなる可能性を探求する」という目的を再整理し、ペーパーサミットWebの展開と「プ
リンティカ」のブランディングについて、話題を切り分けて整理するための次回以降の議題設定を

行う。

• ペーパーサミットに付随するECサイト構築について、前回意見のあった「やる気のあるところ」
に声をかけ、参加可否を確認する。

• ECサイト／レジシステム構築の概算コスト（開発費・運営費・広告費など）を比較表形式でざっ
くり作成し、次回までに共有する。

• 比較表の要件や「何が欲しいか」を整理し、中小企業診断士側と共有する。
• 次回ミーティングのZoom招待（7月28日19時開始）をグループラインで送付する。

• 中川先生をグループラインに招待する。
• 明日のイベント（りょうすけのやつ）について、参加可否・場所・時間のリマインドを送付する。
• ペーパーサミット／ウェブサイトの運営方法（フルスクラッチか購入か、メンテナンス・セキュリ
ティ担当など）について、中小企業診断士側と相談を進める。

矢田​

• 中小企業診断士の手続き状況を山本に確認し、現状を把握する。
• 次回ミーティング（7月28日19時）までに山本に話し、中小企業診断士の参加可否を確認する。



金光​

• プリンティカの目的・ゴールを明確化するため、組合メリットや参加メリットの観点から要件を整
理し、次回以降の議論に反映できるよう資料化する。

コラボレーション​

• 全参加者: 「みんなが使いたくなるサービス」と「紙フェス化」を目指した事業開発・収益化の方
向性について、次回以降の議論に向けて検討を進める。

要約​

録音データ形式と要約機能​

会議では、録音データの形式について話し合われ、音声と画像の両方を含むMP4形式で提供すること
が決定された。参加者たちは会議の要約機能について議論し、ZOOMの要約機能を使用することにな
った。会議の後半では、9月25日の食事会についての話題に移り、日光でのイベントについて言及さ
れた。

ペーパーサミット有料化成功報告​

Takahiroは5月30日に開催された大阪のペーパーサミットの完全有料化の成功について報告し、1900
人の参加者を集めたことを共有した。彼はペーパーサミットを中心としたサービスプラットフォーム

の開発を提案し、出店料のみを取る方式で売り上げのピンを避けながら、知名度の高まりに応じてア

ートブックフェアなどの他の紙のイベントも吸収していく構想を説明した。Takahiroはリアルなイベ
ントとウェブ上の売り場を連動させることで、より大きなイベントに成長させる可能性を示唆した。

ペーパーサミット収益化戦略会議​

参加者たちは、ペーパーサミットの収益化と新しい展開について議論した。Takahiroは、組合が収益
事業を開始することで、会場費用をカバーし、組合の存続を確保できると提案した。矢田は、ペーパ

ーサミットの売り上げが期待より低いという課題を指摘し、組合が自立して運営できる道筋が見えて

いると述べた。なかがわは、オンライン売り場の必要性について疑問を提起し、既存のプラットフォ

ームが十分な存在であることを指摘した。



プリンティカプロジェクト展開検討​

Takahiroは、作ったプロジェクトを維持管理することの難しさについて話し、奥野は同意した。中川
は、プリンティカというプロジェクトがペーパーサミットのウェブサイトと関連し、大阪の森宮地域

での新入社学生向けイベントでの展開の可能性について提案した。西岡は、既存のペーパーサミット

ブランドとの連携や、プリンティカが選りすぐりのブランドとして位置づけられる可能性について言

及した。Takahiroは、プリンティカという名前自体がまだプロジェクトの方向性を定義していない段
階であることを説明した。

印刷プロジェクトの目標定義会議​

会議では、印刷プロジェクトの目的と方向性について議論が行われた。金光は、プロジェクトの具体

的な目標を明確に定義する必要があると述べ、組合員にとっての価値を提供する方法について考える

べきだと提案した。Takahiroは、組合の授業などの事業が組合のために実施される必要があると説明
し、印刷の価値を高めるクリエイティブな側面も重要だと指摘した。なかがわは、映画制作委員会方

式のようなモデルを提案し、商品を作成した人と作成しなかった人との関係性を明確にすることの重

要性を強調した。

僻地AI事業と印刷組合モデル​

なかがわはるかは、僻地のAI事業の促進と印刷組合の新しい収益モデルについて議論した。彼女は、
僻地でのAI事業が都心と同様に機能できる可能性を提案し、印刷組合がフィー分配を通じて利益を創
出できる構造を提案した。Takahiroは、書店協会と出版文化振興会との協議について言及し、売り場
の構築について話し合った。Mantaniは、組合存続のための新しい方法として「プリンティカ」の概念
を支持し、偏った印刷業界の利益を広めることの重要性を強調した。

書店支援システム開発会議​

Takahiroは地方の書店を支援するためのペーパーサミットの展開について議論し、山梨県での図書館
と書店との協力イベントへの出展を提案した。参加者たちは共同レジシステムの開発について話し合

い、商品登録の簡素化のため画像認識AIを活用したシステムの構築を検討した。Takahiroは既存のベ
ンチャー企業との協力も提案し、RFIDタグシステムについても議論が行われたが、コストの問題によ
り高額商品のみに適していることが確認された。

研究とクリエイターズエコノミー戦略会議​



なかがわはるかは、西尾レントールの学校での研究について説明し、ドリル工具から大型重機までの

返却時の誤変換問題について話し、学生たちが重量、重さ、カメラによる視認識を組み合わせたより

精度の高い解決策を模索していると述べた。Takahiroはクリエイターズエコノミーと呼ばれる経済圏
への取り組みについて議論し、会社規模でのクラファンでの100,000,000円の集金や、生成愛とIPコ
ンテンツの連携による新しいサービス創出の可能性を強調した。ayataはワークショップがペーパーサ
ミットで過去最高の売上を上げたことを報告し、Takahiroは限定販売や北海道のスノーお菓子屋の成
功例を参考にした、実体験ベースの印刷業の進むべき方向性について言及した。

リフショナリーデルタさんウェブサイト計画​

会議では、ウェブサイト作成や文房具店「リフショナリーデルタさん」の取り組みについて議論され

た。Takahiroは、印刷業界の将来についての意見を集めるためにアンケートを提案し、組合員から最
も支持されるサービスを選定することを提案した。また、会計システムやレジシステムの開発につい

ても言及された。

ペーパーサミットウェブショップ開発計画​

チームはペーパーサミットに付随するウェブショップの開発について議論し、プリンティカの概念が

複雑になっているため、まずはペーパーサミットに付随するシーサイトとして進めることに合意し

た。Takahiroは地方でのペーパーサミット実施について言及し、全国的なプラットフォーム化の可能
性を示唆した。システム開発については、Takahiroが既存のプラットフォームを活用し、商品登録や
決済処理を自動化する方針を説明し、必要に応じて補助金を活用することも検討している。

サービス確保と費用負担検討会議​

Takahiroと奥野は、1500-3000円のサービスを確保することの難しさについて話し合い、費用負担の
問題を議論した。チームは、開発コストが数百万に達する可能性があるため、スモールスタートで始

めることを決定し、3-5万の車が利用する想定で比較表を作成することに合意した。ayataは中小企業
診断士の組合加入状況について確認し、Takahiroは中央会の組合との契約について言及した。

循環可能システムとペーパーサミット計画​

会議では、Mantaniが循環可能なシステムの重要性について話し、50年前の取り組みの維持と継続に
ついて議論した。金光はペーパーサミットの方向性が決まった後、段階的に拡大していくことを提案

し、組合のサイトと連携する可能性について言及した。Takahiroは自腹の分を賄い、補助金の三分の



二を回収すれば無料で作れると説明した。会議の次回は7月28日19時（Zoom）で開催され、ペーパー
サミットのウェブサイト運営について客観的な意見を求めることが決定された。

ペーパーサミット運営計画会議​

奥野とayataはペーパーサミット関連の運営について話し合い、印刷サービスや物販の実施について検
討した。彼らは予算や運営体制、参加者へのリマインダー送信について議論し、次回の会議が7月28
日19時で開催されることを確認した。また、組合のメリットとしての印刷サービス提供の可能性や、
台風による陶芸大会の延期についても話し合った。


